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レスパイト入院における重症心身障がい児の家族か
ら信頼を得るための経験豊富な看護師のかかわり  
（Expert nurses gaining the trust of families with children with  
severe motor and intellectual disabilities in respite hospitalization.） 
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近年、在宅で生活している重度の障がいを持つ子ども（重症児）は国内外で増加している。

重症児を在宅でケアする家族は疲れており、家族の休息のための一時的な入院（レスパイト
入院）が求められている。重症児のレスパイト入院では、在宅での生活背景の違いからケア
がその子に応じたものが必要である。そのため看護師には高いスキルが求められ、同時に短
期間で家族からの信頼を得るかかわりが重要になっている。本論文では、経験豊富な看護師
の重症児の家族から信頼を得るためのかかわりについて、質的研究法を用いて明らかにし、
専門誌に掲載された。 
  



Factors associated with diminished cough intensity 
in community-dwelling elderly using day care 
services: A pilot study.  
（通所介護を利用する地域高齢者の咳嗽力低下に関わる要因につ 
いて～パイロットスタディ～） 

 
掲載誌：Journal of Aging Research & Clinical Practice. 2019 
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 近年、サルコペニアに該当する高齢者では、呼吸筋の強さと耐久性が低下すると言われて
いる。本研究では、通所介護を利用する地域高齢者の咳嗽力低下に影響を及ぼす要因につい
て明らかにすることを目的とした。対象は、通所介護事業所を利用する６５歳以上の要支援、
要介護認定男女高齢者６１名とした。咳嗽力は咳嗽時最大呼気流速 cough peak flow(CPF)
で評価した。結果、CPF の低下について、サルコペニアが独立して関与していることが明
らかとなった。また年齢、性別、栄養状態との関連もみられた。CPFは、サルコペニアを呈
していると低下し、高齢、低栄養、または女性の場合、将来の肺炎などへのリスクにつなが
る可能性が示唆された。 
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